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恵庭ガーデンツーリズムエリア

様式1-5 構成庭園一覧表
①花の拠点～はなふる
②恵み野商店会(ガーデンギャラリー）

花さんぽストリート・
やすらぎストリート

③恵み野中央公園
アナベルロード

④まちなかガーデン
⑤えこりん村～銀河庭園（2024年10月で閉園）
⑥（株）サンガーデン

ナーサリーの庭

恵庭市概要
と
周遊コース



ガーデンフェスタ北海道のメイン会場となった 花の拠点「はなふる」にて 35回目となる「恵庭花とくらし
展」を2日間に亘り開催し、25千人を超える来場者を迎えました
当協議会は実行委員会の委員長ほか各部会のメンバーとして企画運営に携わり、市民・各種団体・恵庭市役所と
ともにイベントの成功に向け尽力しています

１，実績報告－第35回 恵庭花とくらし展 １
ガーデンフェスタ恵庭2024開催

２０２４年６月２９日（土）〜３０日（日）
恵庭市花の拠点「はなふる」にて



１，実績報告－第35回 恵庭花とくらし展 ２
ガーデンフェスタ恵庭2024開催

オープニングセレモニー みんなの花壇（当日来場者植え込み可）

キッズフラワーファッションショー 花の抽選会

作品展示 ワークショップ

ハンギングバスケット作り体験 eえにわサポーターズクラブ



１，実績報告－第35回 恵庭花とくらし展 ３
ガーデンフェスタ恵庭2024開催（含む【歩いてテクテクまち歩き】）

花とくらし展では3種のツアーを実施。いずれも市民のガイドが同行するもの
オープンガーデンバスツアーでは恵庭市民花ガイドが花のまちの歴史や概要、オープンガーデン宅の特
徴を説明今回は花マップに掲載していない地区や個人宅も巡ることで特別感のあるツアーとなり大好評
を博した
歩いてめぐる恵み野まちなかツアーはJR恵み野駅から はなふるまで を市民ガイドが参加者を案内しなが
ら２時間程度、商店街（ガーデンギャラリー）やオープンガーデンを散策し、はなふるがゴール（の往
復）
北海道外からの参加者も多く、花とくらし展での機会を楽しみにわざわざ来恵された方もいらした

■「はなふるガイドツアー」

はなふるの7つのガーデンをボランティアガイドがたっぷり紹介！

●開催日   ：6/29日（土）、6/30日（日）
●開催時間：実施時間：11：00～12：00、14：00～15：00

（各実施時間の３０分前より受付）
●所要時間：１時間程度
●参加費 ：無料
●受付方法：当日受付

※予め団体での参加がある場合は情報共有する
●実施方法：①受付型（受付場所にて受付、ガイドを行う）

②常駐型（各ガーデンにて来場者に説明） 
●集合場所：はなふるセンターハウス前
●参加人数：29日４組５名、30日６組11名 ※各ガーデンにて説明
●ｶﾞｲﾄﾞ人数：各時間あたり ５名程度

■「オープンガーデンバスツアー」

花のまち恵庭のオープンガーデンを市民花ガイド添乗のバスで巡る！
（事前申込みが必要。先着順、定員に達し次第〆切）

●開催日   ：6/29日（土）、6/30日（日）
●開催時間：29日（土）2便 10:15～12:30 13:30～15:30

30日（日）1便 10:00～12:00（各所要2時間程度）
●集合場所：はなふるセンターハウス前（当日のバス乗降場所）
●乗車定員：25名（各回）
●参加人数：6月29日 AM：23名 / PM：24名

  30日 AM：25名
●参加料 ：¥1,000‐（当日受付時にお支払い）
●申込開始：6月3日～ ※先着順 ※申込状況によっては当日受付可
●受付方法  ：Web予約・電話予約

（TEL：0123-33-3131 恵庭市花と緑・観光課）

■「恵み野まちなかツアー」

JR恵み野駅から花の拠点「はなふる」の間を歩いてご案内！
「ボランティアガイドと歩いてめぐるガーデンツアー」

コース：①恵み野駅発→まちなかガーデン→プライベートガーデン
→はなふる

：②はなふる→プライベートガーデン→まちなかガーデン
→恵み野駅

●開催日 ：6/29（土）～6/30（日）
●開催時間：恵み野駅発 10：00～

はなふる発 14：00～ ※各日２回の実施
●所要時間：約2時間
●参加費 ：無料
●参加人数：6月29日 AM：  6名 / PM： ５名

  30日 AM：12名 / PM：27名
●集合場所：JR恵み野駅 東口ロータリー（9：45集合）

はなふるセンターハウス（13：45集合）
●申込方法：事前申込 ※申し込み状況によっては当日受付可



２，実績報告－花マップ作成・活用（含む【自転車でまちなかの花めぐり】）

恵庭観光協会（恵庭ガーデンツーリズム協議会構成員）

【2024恵庭遊マップ・恵み野花マップ】の制作（16,000部）

花のまち恵庭、オープンガーデンのまちを広く市内外にPRし、観光スポットや飲食店情報も併せることで花め
ぐりと市内周遊を促進するため一般社団法人恵庭観光協会が毎年制作する恵庭市唯一の観光マップ。

特に個人宅のオープンガーデンについては
①庭主の判断によって敷地内に入って鑑賞できる「オープンガーデン」マーク
②歩道越し・塀越しの敷地外から鑑賞できる「きれいなお庭」マーク
の2通りのマークをマップ上に記載。庭の規模や公開への負担感を考慮して庭主自身にマークを選択していただいている。
※個人宅ゆえ生活環境や事情が変わるため、掲載依頼を毎年行い、更新している。

庭主へはもちろん、観光公害への危惧については制作当初より「ガーデンマナーと注意」をマップ上で表示し啓発に努め、
2022年の全国都市緑化北海道フェア開催をきっかけに持続可能な花のまち文化の維持発展をねらいとして、より内容が明確
に策定された「庭めぐりのルール」を明示することで庭主を護り、地域に配慮し、鑑賞客が気持ちよく鑑賞できるよう願い
と意思を込めている。

オープンガーデンは恵み野地区だけでなく、市内一円で掲載募集を行い、恵み野だけでなく、市内全体に波及するようエリ
アの別なく掲載している。（オープンガーデン掲載軒数 恵み野地区：3４軒、ほか市内：６軒）

また、オープンガーデンめぐりの交通手段として自転車を推奨しており、恵庭観光協会独自のレンタサイクル
に加え民間事業者のシェアサイクル（24時間利用可能で恵庭駅で借出し返却））の情報も掲載、「恵みの庭
コース」として花の拠点はなふる発着で恵み野地区の景観を楽しみながら休憩や飲食スポットも巡るコースを
表示し、自転車利用の多くの方に参考にしていただき、コロナ禍明け以降自転車観光の実数は増加傾向にある。

花の拠点「はなふる」センターハウス内の恵庭観光案内所では、オープンガーデンめぐりの希望や相談を受け
た際は必ず当マップを使用し、「庭めぐりのルール」をお伝えしたうえで交通手段や所要時間に応じたルート
の提案を行っているほか、
恵庭花とくらし展期間中に行われた「恵み野まちなかツアー」や「オープンガーデンバスツアー」といった機
会でも当マップが広く活用され、様々な理解や交流を促し、リピートに繋げることに寄与している。

当マップは、個人宅のオープンガーデンのほか、本計画の構成庭園である①花の拠点はなふる、②恵み野商店
会、③恵み野中央公園、④まちなかガーデン、⑤えこりん村、⑥サンガーデンを1枚のマップに収め、花と暮ら
すまち恵庭だから楽しめるバラエティ豊かな花めぐり観光の実用的なツールであると同時に探訪へと誘う象徴



３，実績報告－札幌発バスツアー誘致
「新緑に輝くガーデンシティ  ぐるっと恵庭 ガーデンめぐり」

NPO法人ガーデンアイランド北海道が企画するガーデンツアーを2024年は恵庭市内での花めぐりとして誘致
令和6年6月11日（火）に実施されたツアーは、えこりん村「銀河庭園」と昼食、恵み野地区のオープンガーデン、
花の拠点「はなふる」を専門ガイドと現地ガイドによる案内という特別感あるもの

募集定員40名のところ、38名の参加（札幌市32名、滝川市、岩見沢市、小樽市、北広島市、東神楽町、白老町よ
り各1名－うち男性3名）

同年10月で閉園となった えこりん村の「銀河庭園」の見学をメインとしてしっかりとご覧いただいたほか、2022
年のガーデンフェスタ北海道開催以降の恵庭市内のガーデンの状況を見学していただいた

えこりん村

恵み野オープンガーデン

花の拠点「はなふる」



【2024恵庭〜苫小牧 秋のガーデンめぐりバスツアー】の実施

昨年度の報告書に挙げた〈課題や次年度に向けて〉の“恵庭市民向けの魅力発信”と“オータムガーデン
の魅力発信”への取り組み方のひとつとして

一般社団法人恵庭観光協会が企画し、千歳市の旅行事業者による恵庭市発着のバスツアーを令和6年10月9日
（水）に催行実施。

行程は
「はなふる」〜JR恵庭駅〜①苫小牧市【イコロの森】と昼食〜②苫小牧市【ノーザンホースパーク】〜③恵庭市
花の拠点「はなふる」〜JR恵庭駅

当ツアーのねらいと特長
・ガーデン観光の長期間化を図るため、あえて秋に実施し、「秋のガーデンの美しさや魅力を伝える」
・花の拠点「はなふる」が道央圏ガーデン街道のハブであることをアピール
・「はなふる」内テーマガーデンの設計など恵庭と関係の深い民間ガーデン施設との交流深化と周遊誘客の機会
※これからのガーデン観光にとって、恵庭市だけ良ければよいのではなく、近隣・業界とともに発展していく

ことが望ましい
・恵庭市のプロガーデナー2名に全行程同行いただき、「はなふる」について、訪問するガーデン施設についてな
どバス車内 あでも参加者に説明・クイズなどもしていただいた
・「はなふる」内の「ミチノモリ」ガーデンを設計された苫小牧市の【イコロの森】ヘッドガーデナーご自身に
よる自園ガイド
・恵庭の人材と縁を活かした地元発ならではの（広義な意味での）ガーデンツーリズムの実践

４，実績報告－近隣ガーデン施設との周遊・鑑賞期間長期化狙い
恵庭観光協会（恵庭ガーデンツーリズム協議会構成員）



【2024恵庭〜苫小牧 秋のガーデンめぐりバスツアー】の実施

募集定員35名のところ、34名の参加（恵庭市20名、千歳市8名、札幌市4名、北広島市1名、東京都1名－うち男性
1名）
恵庭市民にとっては身近な「はなふる」の秋の夕映え光景、植栽の妙を地元ガイドによって伝えられることで再
認識いただき、一層の愛着と誇りに繋がるシビックプライドの醸成にも寄与できた
また、参加者の中には初の訪問となるガーデン施設があり、ガーデナーによる詳細且つわかりやすい説明付きで
の見学鑑賞に大変満足しておられた

花の少ない秋でもこんなに楽しめるとは
季節の変化に応じてリピートしてみたい
身近なエリアでのツアーだったが素晴らしいガイドのおかげで参加してよかった
ふたりの同行ガイドのお話をもっと聞いてみたい
晩秋のガーデンも見てみたい
「はなふる」発で他のガーデン施設へのツアーも企画してほしい

といった好評をほぼ参加者全員からいただくことができ、コンセプトに理解いただけたものと思料する

４，実績報告－近隣ガーデン施設との周遊・鑑賞期間長期化狙い
恵庭観光協会（恵庭ガーデンツーリズム協議会構成員）

バス車内 イコロの森（苫小牧）→

イコロの森（苫小牧） ノーザンホースパーク（苫小牧）→

花の拠点「はなふる」（恵庭）→



【観光情報WEBサイトでのタクシー利用促進ページ】の掲出

５，実績報告－「ハイヤーを使って花めぐり」への調整状況
恵庭観光協会（恵庭ガーデンツーリズム協議会構成員）

当協議会の取り組み計画に挙げている「ハイヤーを使ってゆったり花
めぐり」実現のための環境整備・調整として2024年度状況報告

恵庭市内において、特に個人宅のオープンガーデンをめぐる観光の受
入キャパシティには特段の配慮が必要なため、当協議会が本制度登録
申請時に市内周遊誘客策のひとつとして挙げたハイヤー（タクシー）
を交通手段として花めぐりを楽しんでいただくプランづくり

初訪の方でも安心して効率よく周遊いただけるハイヤー（タクシー）
利用のプラン造成は、恵庭観光協会としても市民居住エリアでの観光
公害対策の面でも有用なものであるとの認識であり、受入環境整備の
ため市内タクシー事業者2社と実現可能性について度重なる調整を
行った

全国的に問題となっているドライバー不足は恵庭市内においても同様
で深刻な状況にあり、既存の市内利用に加え新千歳空港や北広島市の
エスコンフィールド北海道など隣市への利用といった需要増も加わり、
限られた車両のやりくりを余儀なくされていることから観光貸切への
配車に関して積極的な打ち出しが難しいこと、また「（花めぐり）観
光タクシー」と銘打ってのプラン造成にはドライバーに専門知識や特
別な対応等の教育が求められることへの負担感と懸念を示された

こういった事業者からの反応を踏まえ、観光客ニーズと事業者のバラ
ンスを保ちながら無理のない周遊誘客環境の構築とPRのため、「（花
めぐり）観光タクシー」からトーンを落とし、「恵庭市内での観光に
タクシー利用をおすすめします」という二次交通利用促進と需要喚起
のためのアピールを恵庭観光情報WEBサイトの【ENIWA EYE（エニ
ワ アイ）】内にてページを作成し掲出した

WEBサイト内ページでは、市内観光におけるタクシー利用のメリット
文言のほか、①花の拠点「はなふる」、②JR恵庭駅、③えこりん村の
3地点から観光施設や公共施設、飲食店といったスポットへのおおよ
そのタクシー料金を明示し地点間距離と併せて目安としていただける
よう運賃表を掲示した

上記運賃表には恵み野地区にあるスポットも含めているので、オープ
ンガーデンめぐりの参考にできるうえ、恵み野地区以外にあるスポッ
トへの周遊をも促す目的がある

2024年度は上記の状況と環境に合わせた対応取組となったが、「（花
めぐり）観光タクシー」の実現は諦めたわけではなく、業界状況の推
移を注視しながら今後も引き続き事業者との連携を強め、理解いただ
き、一歩進んだ受入環境整備に向け努力し続けたい

←恵庭観光情報WEBサイト【ENIWA EYE】
恵庭観光協会 管理運営



５，全体を通しての効果や成果
次年度以降の取り組み

２０２５年度も継続して恵庭市民向けの魅力発信
花とくらし展のバスツアー・まちなかツアーも利用していない、または機会がないと感じる市民も多
く、花のまちづくり人口を増やす・定着する仕掛けや仕組みづくり
（花のまち－シビックプライド－持続可能なものにするため）

市外事業者の花めぐりツアー誘致とガイド案内等の関わり
恵庭発ならではの花めぐりツアー（近隣周遊）第2弾実施
視察・研修の受け入れ時における市民交流、観光・飲食機会のプログラム追加提案

様々な環境の変化に対応しながら恵庭版・発のガーデンツーリズムを今後どのように推進していくの
か、議論を深めながら様々な角度から試行を重ねていきたい

当協議会自体の持続性のため、当協議会のスタンス・組織運営・恵庭市内における立ち位置を再確認
し明確にしていく

2024年度から当協議会の事務局を構成員である一般社団法人恵庭観光協会が担当することとなり、恵
庭市内での花や緑に関する活動や事業の場面で恵庭市における花観光の発展性と持続可能性について
の議論がオープンにできるようになってきている

平成初頭から顕在化した市民主導の花のまちづくりが2022年の全国都市緑化北海道フェアの開催で頂
点を迎え、世代交代とともに「花のまち文化」を【つなげ・ひろげる】ため、多くの市民が積極的に
関わる「恵庭花とくらし展」の開催は当協議会にとって最重要な機会として企画段階から関わり、市
民・各種団体・恵庭市役所とともに運営を行っている。
恵庭らしさとは、を考え共有しあい、おもてなし意識の向上、市民ガイドの増加など、花のまちの主
役は【人】であり、こうしたホスト役を担う市民を増やす・自信を持ってもらう機会として着実な成
果を重ねている。

花マップは観光客数の増加によってコロナ禍前より多くの配布数となり在庫僅少となるほど

ツアーに関しては①恵庭市内周遊型のツアー誘致と②（お金を払って入園する）観光客の来訪シーズ
ン長期化と北海道の花めぐり観光における恵庭拠点化・シビックプライド醸成を目的とした近隣への
周遊型ツアー実施の両面を行った。②は本制度登録上の【探訪型】に該当しないが、恵庭市のポテン
シャルを活かしてエリア全体の魅力を広くPRすることに繋げ、コアなファン層を掘り起こす意味にお
いて有意義なものとなった
また、地元発市内周遊型のツアーを団体規模で実施するには適正な値決めが難しく、コスト（の上昇
含め）を吸収できないため、効率的か且つ効果的な事業選択の幅が狭いことが大きな課題であると検
討の結果改めて認識した
このため、かねての本計画どおり小さな規模での取り組みが主体とならざるを得ない

「ハイヤーを使ってゆったり花めぐり」への取り組みはタクシー業界、事業者のやむを得ない事情と
都合によりプラン造成は一時棚上げせざるを得なかったが、タクシー利用促進ページのWEBサイト掲
出によって周遊誘客に一定のPR効果を果たしている

■効果や成果

■今後の取り組み
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